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江府町の人口

（10月31日現在）

世帯数1封3世帯
人　口　相36人
（前月比　6人滅）
（男）　2377
（女）　2j59

出　生　　3
（男）　1
（女）　　2

転　入　　8
（男）　　4
（女）　　4

転　出　11
（男）　　6
（女）　5

死　亡　　6
（男）　　6
（女）　　0

どれも力作．′

米
沢
小
学
校
で

”
わ
ら
馬
〟
づ
く
り

十
月
三
十
日
、
米
沢
小
学
校
の
児
童

父
母
ら
百
三
十
名
が
体
育
館
に
集
ま
っ

て
親
子
創
作
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
創
作
教
室
は
、
む
か
し
の
人
達

の
生
活
の
智
恵
を
偲
び
郷
土
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
行
事
や
遊
び
を
見
直
そ
う
と

毎
年
一
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は
、

一
二
一
年
生
は
紙
工
作
二
二
年
生
以
上

は
〝
わ
ら
馬
″
作
り
に
挑
戦
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

講
師
の
末
次
二
郎
さ
ん
（
栗
尾
）
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
縄
な
い
か

ら
は
じ
め
、
ま
ず
、
手
の
ひ
ら
で
よ
り

を
か
け
て
い
く
難
し
さ
、
も
ど
か
し
さ

を
体
験
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
〝
わ
ら
馬
″
は
、
正
月
行
事
に

ま
つ
わ
る
〝
さ
い
の
神
″
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
、
将
来
の
幸
せ
に
祈
り
を
こ
め

た
立
派
な
　
〝
わ
ら
馬
″
の
完
成
に
大
よ

ろ
こ
び
で
し
た
。
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条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
補
正

予
算
な
ど
十
四
議
案
を
可
決

○
鳥
取
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
減
及
び
同
組
合
規
約
の
変

更

川
筋
地
区
簡
易
水
道
に
つ
い
て
、

基
本
料
金
を
減
額
改
定
す
る
も
の

で
す
。

本
案
は
、
鳥
取
県
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
鳥
取

市
及
び
邑
法
第
一
中
学
校
組
合
の

町
　
脱
退
並
び
に
中
部
市
町
村
共
同
施

設
組
合
の
改
名
等
の
変
更
を
す
る

府
　
も
の
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

江
　
正

第185号

被
保
険
者
と
す
る
外
国
人
等
の

範
図
の
拡
大
並
び
に
健
康
保
険
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
退
職
者
医
療

制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

こ
れ
に
よ
り
療
養
の
給
付
を
受
け

る
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
、
給
付

を
受
け
る
際
に
要
す
る
一
部
負
担

金
の
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

○
簡
易
水
道
等
施
設
の
設
置
並
び

に
給
水
に
関
す
る
条
例
の
〓
静
改

正

○
土
地
改
良
事
業
施
行

江
府
町
俣
野
地
区
農
業
基
盤
整

備
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
、
今
回

田
代
前
農
道
新
設
工
事
（
工
事
延

長
）
　
の
施
行
に
つ
い
て
承
認
す
る

も
の
で
す
。

○
鳥
取
県
造
林
公
社
と
分
収
造
林

契
約
の
締
結

江
府
町
大
字
江
尾
字
小
倉
日
南

九
九
八
番
外
七
筆
に
つ
き
、
森
林

資
源
の
確
保
並
び
に
地
域
住
民
の

財
産
造
成
を
図
る
た
め
、
鳥
取
県

造
林
公
社
と
分
収
造
林
契
約
の
締

結
を
す
る
も
の
で
す
。

契
約
予
定
地

江
尾
字
上
小
倉
日
南
九
九
八
番

外
七
筆

一
一
八
、
二
五
一
平
方
米

土
地
所
有
者
　
江
尾
財
産
区

〇
二
級
町
道
江
尾
大
谷
線
久
連
橋

歩
道
橋
架
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
江
府
町
総
合
整
備
計
画
に
も
と

づ
き
、
久
連
橋
歩
道
橋
の
架
設
工

事
を
昭
和
五
十
八
年
度
に
引
き
続

き
国
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
瀧
上
工
業
㈱
と
三
千
九
百
万
円

で
請
負
契
約
の
締
結
を
す
る
も
の

で
す
。

○
林
道
大
空
足
谷
線
新
設
工
事
請

負
契
約
の
締
結

江
府
町
電
源
立
地
促
進
対
策
交

付
金
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
、
昭

和
五
十
九
年
度
に
お
い
て
、
林
道

大
空
足
谷
線
の
新
設
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
、
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
㈲
住
田
組
と
四
千
八
百
五
十

万
円
に
よ
り
請
負
契
約
の
締
結
を

す
る
も
の
で
す
。

○
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に

よ
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
策
定

し
た
本
町
の
過
疎
地
域
振
興
計
画

に
つ
い
て
、
新
規
事
業
計
画
実
施

の
た
め
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

町政のうごき

町長の行政報告から

・
総
　
務

「
事
故
防
止
、
町
か
ら
、
村
か
ら
、

家
庭
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九

月
二
十
一
日
～
九
月
三
〇
日
の
聞
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
期
間
中
は
、
交
通
安
全

指
導
員
を
は
じ
め
、
各
事
業
所
、

団
体
等
の
協
力
を
も
と
に
、
街
頭

指
導
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
推
進
指
導
、
ま
た
、
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
広
報
、
有
線

放
送
に
よ
る
啓
発
を
ど
を
実
施
し

交
通
安
全
運
動
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
し
た
。

県
下
一
斉
に
九
月
を
明
る
い
選

挙
推
進
月
間
と
定
め
、
明
る
い
選

挙
の
実
施
と
、
有
権
者
の
自
覚
を

促
す
た
め
、
各
種
啓
発
に
つ
と
め

ま
し
た
。

事
務
の
能
率
化
を
図
る
た
め
、

庁
舎
内
電
話
の
シ
ス
テ
ム
改
善
工

事
に
着
手
し
、
九
月
二
十
日
通
話

曇
　
を
開
始
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
国
電
力
の
俣
野
川
発
電
所
に
調

和
し
、
観
光
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
と

在
る
開
発
の
た
め
、
温
泉
源
の
開

発
を
計
画
し
、
八
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
京
都
大
学
防
災

研
究
所
に
対
し
、
水
質
調
査
を
依

頼
、
町
内
三
十
九
地
点
に
つ
い
て

採
水
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
中

国
電
力
俣
野
川
発
電
所
の
第
二
放

水
路
内
の
採
水
か
ら
温
泉
成
分
含

有
量
を
発
見
し
ま
し
た
。

今
後
更
に
、
現
地
採
水
調
査
、
地

質
調
査
等
を
続
け
て
い
く
方
針
で
す
。
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○
奥
大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶

屋
運
営
事
業
会
計
決
算
承
認

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
、
一

億
一
千
二
百
三
十
九
万
四
百
七
十

六
円
、
事
業
費
用
一
億
五
百
八
十

六
万
八
千
百
六
十
六
円
、
純
利
益

六
百
五
十
二
万
二
千
三
百
十
円
と

在
っ
て
お
り
、
町
監
査
委
員
の
審

査
の
う
え
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
索
道
運
営
事
業
会
計
決
算
認
定

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
、
四

千
四
百
八
万
一
千
三
百
二
十
六
円

事
業
費
用
、
四
千
四
百
六
十
六
万

六
千
七
百
九
十
二
円
で
差
引
本
会

計
は
五
十
八
万
五
千
四
百
六
十
六

円
の
損
益
と
在
り
ま
す
。

こ
れ
は
建
設
当
初
で
も
あ
り
、
宣

伝
費
、
借
入
金
利
息
等
諸
経
費
が

多
く
単
年
度
に
お
い
て
損
失
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
三
千
九
百

六
十
二
万
九
千
円
を
補
正
し
、
総

予
算
額
を
二
十
一
億
八
千
七
百
四

十
六
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
を
補
正
内
容
と
し
て
は
、
道

路
新
設
改
良
事
業
、
道
路
防
災
事

業
が
主
件
で
あ
り
、
こ
の
財
源
と

し
て
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
、

町
億
を
ど
を
充
当
し
補
正
措
置
を

す
る
も
の
で
す
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
き

既
定
の
予
算
額
に
百
六
万
九
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
千

二
十
一
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
を
内
容
は
、
柿
原
地

区
簡
易
水
道
起
債
償
還
金
の
修
正

等
で
、
こ
の
財
源
と
し
て
、
繰
入
金
、

繰
越
金
の
増
額
を
す
る
も
の
で
す
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
（
第

一
号
）

既
定
の
予
算
額
に
三
百
二
万
二

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二

億
三
千
九
百
九
十
一
万
六
千
円
と

し
ま
し
た
。

そ
の
主
を
内
容
は
、
前
年
度
医

療
給
付
費
の
実
績
に
伴
い
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の

医
療
費
交
付
金
の
精
算
等
の
た
め

の
補
正
で
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
と
し
て
補
正
措
置
を
す
る
も
の

で
す
。

○
教
育
委
員
長
に
妹
尾
衛
氏
が

就
任

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
在

る
教
育
委
員
長
の
後
任
に
、
妹
尾

衛
氏
が
全
員
一
致
で
同
意
さ
れ
、

ま
た
教
育
長
に
福
田
正
臣
氏
の
再

任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
民
　
生

九
月
十
一
日
、
敬
老
の
日
の
記

念
品
を
贈
呈
、
町
内
七
〇
歳
以
上

七
〇
四
名
（
施
設
入
所
者
十
人
を

含
む
）
　
の
お
年
寄
り
に
対
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
記
念
品
を
贈

り
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日
、
第
一
共
同
水

道
管
理
組
合
理
事
会
が
開
か
れ
、

決
算
、
予
算
の
承
認
と
水
道
の
維
持
．

管
理
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

・
同
和
対
策

九
月
六
日
、
児
童
館
で
は
任
期

満
了
に
伴
う
新
委
員
の
委
嘱
と
、

第
一
回
の
運
営
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

新
し
い
委
員
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

代合
理長

川川藤仲仲後遺川

端端原嶋嶋　藤上

夕裕　貴勝房克

子人要道利雄美実

町長日誌

9　月

1日仕）庁内会、都職員運動会
3日（月）俣野川ダム操作規定地元

説明会、商工会行政座談
会

4日伏）岡山農政局計画課長来庁、
泉源開発調査

5日㈱　中国開発幹線自動車道建

設促進総決起大会、江尾
区陳情、下蚊屋ダム打合
せ

6日休）県高等学校教育審議会
7日（金　西部町村議会議員研修会

並びに自治功労者表彰式、
下蚊屋ダム打合せ会

8日仕）小江尾部落来庁、助沢部
落農用ダム協議会

10日（月）甘酒茶屋運営委員会、中
国電力鳥取支店長来庁

11日仇）江府中学校運動会、県森

林組合ソフトボール大会、
下蚊屋ダム打合せ会

12日㈹　西部町村会

〉広島出張
13日（杓

14日（釦

15日山　江尾地区敬老会、武庫部

落敬老会

16日（日）各小学校運動会、米沢、川

筋、俣野地区町民運動会

17日（月）建設課事業入札、商工会

役員、新道部落役員来庁、

県体スキー連盟大会要請

18日伏）中国電力副社長外来庁、

泉源調査岡山大学教授来

庁

19日㈹　俣野川ダム湛水式

20日（杓　在勤

21日（劫　ヶ

22日比）日野郡行政懇談会
23日（日）江尾地区運動会

町議会

25日㈹

26日休）

27日休）

28日（釦　日野振興協議会委員会

29日比）在勤

30日（日）保育園運動会
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ま
ち
と
む
ら
の
交
流
促
進
大
会

にぎわう江府町特産品コーナー

テープカットを行う　左から嶋村政務次官、山村農林水
産大臣、井上会長、井上構造改善局長

十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の

二
日
間
、
　
〝
ま
ち
と
む
ら
の
心
の

ふ
れ
あ
い
〃
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
特
産
品
を
集
め
た
ま
ち
と
む
ら

の
交
流
促
進
大
会
が
初
め
て
東
京

代
々
木
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
農
林
水
産
省
と
都
市

と
農
村
の
交
流
促
進
委
員
会
（
江

府
町
井
上
町
長
が
会
長
に
就
任
）

が
、
都
市
に
住
む
人
達
に
農
村
や

農
業
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
企

画
し
た
も
の
で
、
全
国
か
ら
三
百

市
町
村
の
参
加
に
よ
り
、
農
林
業

体
験
教
室
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
特

産
物
や
工
芸
品
販
売
な
ど
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
奥
大
山
の
観
光
特
産
物

で
も
あ
る
高
原
だ
い
こ
ん
、
ね
ぎ
、

わ
さ
び
、
し
い
た
け
を
ど
の
高
冷

地
野
菜
を
江
府
町
農
協
の
協
力
を

得
て
出
店
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
山
村
農
林
水
産

大
臣
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、
井

上
会
長
の
　
「
今
後
も
交
流
を
積
極

的
に
広
げ
た
い
」
の
力
強
い
呼
び

か
け
は
、
秋
晴
れ
の
代
々
木
公
園

に
こ
だ
ま
し
て
、
大
会
セ
レ
モ
ニ

ー
を
一
段
と
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

山
村
新
治
郎
農
林
水
産
大
臣
、

嶋
村
宜
伸
政
務
次
官
、
井
上
喜
一

構
造
改
善
局
長
、
井
上
健
治
都
市

と
農
村
交
流
促
進
委
員
会
々
長
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
の
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
慢
の
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
を
激
励
し
て
回
る
関
係
者
ら
の

顔
に
は
、
本
大
会
へ
の
成
功
と
、

今
後
の
交
流
へ
の
期
待
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

江
府
町
で
は
、
現
在
、
こ
の
交
流

促
進
事
業
に
よ
っ
て
、
神
戸
市
東
灘

区
魚
崎
町
と
実
質
的
を
交
流
を
計

画
し
、
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

㊧

町
長
日
誌

1
0
月

l
［
口
R
n

2
日
伏

3
日
・
ホ

4
日
＝
利

5
日
励

6
日
出

8
［
口
月

9
日
仇

11
日
㈱

12
日
也

1
3
日
出

北
海
道
出
張

（
全
国
自
然
休
養
村

協
議
会
総
会
）

西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
定
例
会
、
中
国
電
力

長
本
所
長
来
庁

日
野
農
林
振
興
局
耕
地

課
長
来
庁
、
下
蚊
屋
部

落
役
員
来
庁

日
南
町
農
協
組
合
長
来

庁
、
池
の
内
部
落
役
員

来
庁

在
勤

〃

Soumu
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嶋、『　保育園で

ミほかほかミやきいも大会

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
六

日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
や
き
い

も
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

山
積
み
に
し
た
落
葉
は
子
供
た

ち
が
集
め
た
も
の
で
朝
早
く
か
ら

こ
の
落
葉
の
山
に
火
が
つ
け
ら
れ
、

ち
よ
う
ど
十
時
ご
ろ
に
は
食
べ
ご

ろ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
さ
つ
ま
い
も
は
、
子
供
た

ち
が
保
育
園
の
裏
の
菜
園
に
苗
を

植
え
、
自
分
た
ち
で
管
理
し
、
収

穫
し
た
も
の
で
、
次
々
に
ほ
か
ほ

か
に
や
き
あ
が
っ
た
大
き
な
さ
つ

ま
い
も
を
ほ
う
ぼ
り
を
が
ら
子
供

た
ち
、
ど
の
顔
も
満
足
そ
う
で
し

た
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

若
返
　
り

玉
入
れ
競
争

町
慰
霊
祭

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
お
年
寄
り

の
健
康
増
進
を
図
ろ
う
と
始
ま
っ

た
「
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が

今
年
も
十
月
二
十
四
日
、
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
三
百
五
十
名
の
お
年

寄
り
が
参
加
。

ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
で
競
技
を
開

始
。
玉
入
れ
を
ど
七
種
目
を
各
老

人
ク
ラ
ブ
単
位
に
別
れ
て
競
い
、

ふ
だ
ん
運
動
す
る
機
会
の
少
い
お

年
寄
り
た
ち
で
す
が
、
こ
の
日
ば

か
り
は
と
競
技
に
応
接
に
大
い
に

ハ
ッ
ス
ル
、
燃
え
る
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

そろそろ　やけたかな？

遺
族
ら
別
名
が
参
加

恒
例
の
町
慰
霊
祭
が
、
十
一
月

六
日
午
前
十
時
か
ら
土
井
之
内
会

館
で
厳
粛
に
行
わ
れ
、
式
に
は
、

遺
族
・
来
賓
ら
二
百
二
十
名
が
参

列
し
て
尊
い
犠
牲
者
の
め
い
福
を

祈
り
ま
し
た
。

ま
た
式
後
、
歌
や
舞
踊
を
ど
二

時
間
に
わ
た
り
遺
族
の
慰
安
を
行

い
ま
し
た
。

め
い
福
を
祈
る
参
列
者

1
5
日
㈲

1
6
日
㈹

1
7
日
㈱

1
8
日
㈱

19
日
励

2
0
日
出

2
1
日
㈱

2
2
日
㈲

2
3
日
㈹

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

2
6
日
劇

2
7
日
出

2
8
日
㈲

2
9
日
㈲

3
0
日
㈹

県
衛
生
環
境
部
長
来
庁
、
西

部
地
区
同
和
対
策
協
議

会
役
員
会
、
大
山
開
発

局
長
・
大
山
山
ろ
く
所

長
来
庁

農
業
委
員
会

岐
阜
出
張
（
日
野
町
・

江
府
町
・
日
南
町
衛
生

施
設
組
合
研
修
）

体
験
協
会
田
原
常
務
来

庁武
庫
高
谷
林
道
竣
工
式

日
野
郡
ブ
ロ
ッ
ク
明
る

い
選
挙
指
導
者
研
修
会

（
於
、
江
府
町
）

岡
山
農
政
局
長
釆
庁

教
育
委
員
会

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
土
地
改
良
大
会

（
米
子
市
）

東
京
出
張

（
都
市
と
農
村
交
流
大

会
）

下
蚊
屋
大
根
組
合
収
穫

祭
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わ
か
と
り
国
体
ま
で

あ

と

一

年

全
県
民
期
待
の
国
民
体
育
大
会
ま
で
あ
と
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
に
お
い
て
も
、
小
学
生
の
鼓
笛
隊
練
習
や
中
学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
練
習
に
も
一
段
と
熱
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

又
、
婦
人
の
集
団
演
技
、
わ
か
と
り
音
頭
の
都
全
体
で
の
補
習
が
始
ま
り
、
来
年
十
月
、
布
施
運
動
公
園
開
会
式
で
の

本
番
に
向
け
て
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
熱
気
は
最
高
潮
で
す
。

先
日
奈
良
で
行
な
わ
れ
た
わ
か
く
さ
国
体
に
、
当
町
か
ら
も
視
察
団
が
派
遣
さ
れ
、
山
兵
競
技
大
会
の
様
子
を
詳
細
に

視
察
し
て
帰
り
ま
し
た
。
町
民
運
動
を
始
め
と
し
て
、
式
典
計
画
や
、
選
手
団
の
樟
待
計
画
な
ど
本
番
に
向
け
て
着
々
と

準
備
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
も
、
町
内
の
全
家
庭
へ
国
体
の
花
の
種
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

花
づ
く
り
や
町
民
運
動
を
通
し
て
、
五
十
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
こ
の
国
体
を
、
町
民
一
人
〈
の
力
で
盛
り
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

第185号

山
岳
競
技
会
場
で
あ
る
奈
良
県
吉

野
郡
天
川
村
は
、
大
峰
山
の
入
口
に

当
る
標
高
八
百
米
に
お
よ
ぶ
地
で
、

も
は
や
当
日
も
時
雨
が
時
た
ま
木
棺

し
と
共
に
横
殴
り
に
山
合
い
を
渡
る

山
寒
の
村
で
あ
り
ま
す
。

何
か
と
厳
し
い
条
件
に
あ
り
な
が

ら
あ
の
堂
々
た
る
感
激
の
開
始
式
は
、

選
手
の
明
日
か
ら
の
競
技
へ
燃
え
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
村
を
あ
げ

て
の
献
身
的
を
接
伴
等
は
、
素
朴
を

人
情
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
の
出
合
い
を

強
く
感
じ
た
も
の
で
す
。

会
場
を
沸
す
華
や
か
を
ス
タ
ン
ド
、

沿
道
の
激
励
声
援
の
あ
る
競
技
会
場

と
は
違
い
、
山
岳
競
技
、
特
に
踏
査

競
技
は
そ
の
理
解
が
出
来
兼
ね
、
三

人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
定
量
の
荷
を

背
負
い
、
山
を
登
り
谷
を
越
え
尾
根

を
走
り
人
里
は
在
れ
た
広
範
を
山
道

コ
ー
ス
を
声
援
も
な
く
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
全
力
を
傾
注
し
て
ゴ
ー
ル
に

向
う
。

そ
の
姿
を
想
う
と
き
、
全
国
か
ら

の
選
ば
れ
た
自
然
を
愛
し
、
山
を
友

と
す
る
若
者
が
、
日
頃
の
練
磨
を
、

そ
し
て
郷
土
の
栄
誉
の
た
め
に
十
二

分
の
実
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、

町
民
総
っ
て
の
心
か
ら
の
声
な
き
声

援
を
ど
の
様
に
し
て
送
っ
て
や
る
事

が
出
来
る
か
と
強
く
心
に
刻
み
、
参

加
者
そ
れ
′
～
の
分
担
視
察
勉
強
を

も
と
に
、
明
年
の
本
町
会
場
の
万
全

を
期
す
べ
く
努
力
を
新
に
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

第39回奈良国体

山岳歳技会を視察して

総務企画委員長
川　上　　正

去
る
十
月
十
一
日
よ
り
二
泊
三
日

の
予
定
で
奈
良
国
体
山
岳
競
技
の
会

場
並
に
開
始
式
そ
し
て
T
I
縦
走
競

技
の
出
発
の
状
況
等
を
視
察
い
た
し

ま
し
た
。
視
察
は
、
そ
れ
ぐ
の
担

当
部
所
を
重
点
に
行
い
ま
し
た
。
私

は
担
当
の
総
務
企
画
に
つ
い
て
、
所

感
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

天
川
村
の
昭
和
五
十
九
年
度
当
初

予
算
額
は
、
十
七
億
一
千
七
百
六
十

四
万
円
。
各
種
団
体
、
村
を
挙
げ
て

の
協
力
体
制
が
施
か
れ
て
い
た
。

本
部
役
員
、
競
技
役
員
、
行
動
役

員
、
放
送
係
の
服
装
は
、
県
費
、
競

技
補
助
員
、
接
伴
係
（
前
掛
け
の
み
）

は
町
費
を
も
っ
て
支
給
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
、
鼓
笛
隊
、
保
育
蹴
児
等
は
学

校
、
保
育
園
に
補
助
金
を
支
給
、
父

兄
の
負
担
は
皆
無
と
の
こ
と
で
、
そ

れ
ノ
ハ
＼
に
統
一
さ
れ
て
い
た
。

市
中
行
進
は

午
前
九
時
集
合
受
付
、
各
プ
ラ
カ

ー
ド
位
置
に
整
列
、
九
時
四
十
五
分

村
内
放
送
と
同
時
に
行
進
開
始
、
各

鼓
笛
隊
の
演
奏
に
合
せ
威
武
動
々
の

行
進
で
あ
っ
た
。

戸
毎
に
は
、
国
旗
を
真
申
に
国
体

旗
、
県
旗
、
わ
か
く
さ
団
体
旗
、
村

旗
と
、
五
本
又
は
三
本
の
小
旗
を
掲

げ
国
体
色
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

こ
の
小
旗
は
三
本
一
組
、
千
円
で

注
文
に
応
じ
各
戸
に
配
布
し
た
と
の

こ
と
。

ま
だ
、
開
始
式
並
に
式
場
施
設
、
T

I
縦
走
競
技
場
出
発
点
、
決
勝
点
の

施
設
の
所
感
等
申
し
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
上
又
の
機

会
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

天川村の開始式を視察して

町民運動委員長

中　尾　雄三郎

人
口
三
千
人
、
予
算
規
模
（
当
初
）

一
七
億
円
と
や
や
本
町
と
似
通
っ
た
山

合
の
村
天
川
村
で
あ
り
ま
し
た
。
宿

舎
「
い
ろ
は
」
は
吾
々
視
察
団
を
暖

く
迎
え
て
く
れ
、
旅
の
疲
れ
を
い
や
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
ち
中
歓
迎

用
の
小
旗
（
大
会
旗
、
県
旗
、
村
旗

の
組
合
せ
）
、
万
国
旗
等
の
飾
り
つ
け
、

又
集
結
所
、
沿
道
、
開
始
式
場
の
　
〝
花

い
っ
ぱ
い
運
動
〃
等
な
か
を
か
に
し

て
見
事
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
感
じ
た
こ
と
を
一
、
二
上
げ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
当
日
の
集
結
所
の
放
送
に
つ
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い
て
で
す
が
、
九
時
受
付
開
始
同
三

十
分
受
付
終
了
で
し
た
。
そ
の
間
、
案

内
の
放
送
が
三
回
程
度
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
遠
路
の

人
々
を
受
け
入
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
放

送
は
を
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
寒
い

雨
の
日
、
暖
い
お
だ
や
か
を
日
、
そ

う
ゆ
う
様
な
日
を
想
定
し
て
遠
路
来

町
の
人
々
に
肌
で
揺
す
る
よ
う
な
呼

び
掛
け
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
合
間
に
は
静
か
を
音
楽

を
流
し
気
持
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と

も
必
要
と
思
う
。

又
選
手
、
役
員
、
視
察
貞
に
配
ら

れ
た
土
産
品
で
す
が
、
天
川
村
は
吉

野
杉
を
素
材
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、

江
府
町
で
は
何
に
し
た
ら
よ
い
も
の

か
、
数
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
で
も

あ
り
、
早
急
に
解
決
せ
ね
ば
と
考
え

ま
す
。皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

わかくさ国体
山岳競技をみて

“dh′

町山岳部長

坂　口　理

修
験
道
の
地
大
草
山
の
登
山
口
の

標
高
八
〇
〇
㍍
も
あ
る
天
川
村
洞
川

で
「
わ
か
く
さ
国
体
」
山
岳
競
技
を

視
察
し
、
天
川
村
上
北
山
村
あ
げ
て

の
開
始
式
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

人
口
の
少
を
い
人
里
離
れ
た
吉
野

の
山
奥
で
大
会
を
盛
り
上
げ
る
に
は

村
民
の
協
力
と
努
力
が
あ
っ
た
と
思

っ
た
。特

に
接
待
係
の
天
川
村
婦
人
会
の

サ
ー
ビ
ス
に
大
奮
闘
が
見
ら
れ
た
。

天
川
村
の
集
会
場
所
は
洞
川
地
区

入
口
の
村
営
大
駐
車
場
が
当
て
ら
れ

市
中
行
進
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
て

誰
で
も
良
く
わ
か
る
位
置
で
あ
り
、

江
府
町
の
場
合
こ
れ
が
課
題
と
も
思

わ
れ
る
。

開
始
式
の
盛
大
さ
と
は
変
っ
て
、

翌
日
早
朝
よ
り
踏
査
競
技
が
行
わ
れ

た
が
山
岳
競
技
へ
の
関
心
が
少
な
い

た
め
か
、
応
援
者
も
な
く
競
技
役
員

と
選
手
と
視
察
者
の
み
で
あ
っ
た
。

寒
さ
の
た
め
に
「
た
き
火
」
を
し

て
あ
っ
た
の
は
、
山
岳
競
技
ら
し
さ
が

出
て
い
て
良
か
っ
た
。

ゴ
ー
ル
ま
で
見
学
し
た
か
っ
た
が

時
間
が
な
く
街
中
を
走
っ
て
行
く
選

手
に
拍
手
を
送
っ
た
。

腰
技
出
発
点
で
の
応
援
体
制
を
考

え
る
と
共
に
こ
れ
か
ら
町
民
の
皆
さ

ん
に
山
岳
競
技
の
P
R
が
一
層
必
要

と
感
じ
、
理
解
と
協
力
を
蘇
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

来
年
の
国
体
が
、
江
府
町
あ
げ
て

成
功
す
る
こ
と
を
願
い
、
奈
良
国
体

の
視
察
を
終
え
た
。

奈良国体を
視察して

婦人団体連絡協議会長

門　田　久　子

6
0
年
わ
か
と
り
国
体
山
岳
競
技
江

府
会
場
の
成
功
の
た
め
に
、
江
府
町

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
よ
り
5
名
が

わ
か
く
さ
国
体
山
岳
競
技
会
場
天
川

村
洞
川
の
視
察
に
参
加
し
た
。

視
察
項
目
は
、
接
遇
全
般
、
人
員

接
待
メ
ニ
ュ
ー
及
び
数
量
、
協
力
員

服
装
計
画
、
そ
の
他
。

接
待
は
、
服
装
は
、
メ
ニ
ュ
ー
は

と
カ
メ
ラ
を
手
に
車
を
降
り
た
。

早
速
あ
い
さ
つ
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー

に
し
ま
し
ょ
う
か
、
お
茶
で
す
か
と

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
。

和
紙
を
染
め
て
作
っ
た
「
し
ゃ
く

な
げ
」
の
小
さ
い
花
束
も
洞
川
婦
人

会
員
の
手
作
り
で
、
選
手
は
も
と
よ

り
視
察
の
私
た
ち
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
国
体
の
視
察
に
参
加
し
た
と

い
う
心
が
ま
え
を
深
く
し
た
。

道
中
奈
良
県
に
入
る
と
道
の
両
側

に
国
体
旗
、
県
旗
な
ど
大
小
の
旗
が

見
え
る
。
道
し
る
べ
の
よ
う
に
そ
こ

に
は
何
々
会
場
の
横
断
幕
、
歓
迎
の

看
板
が
あ
る
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

黄
と
サ
ル
ビ
ヤ
の
赤
は
手
入
れ
が
ゆ

き
と
ど
い
て
い
た
。

洞
川
山
岳
会
場
街
は
万
か
ん
飾
、

玄
関
に
は
3
本
の
小
旗
が
あ
り
、
選

手
団
等
の
宿
舎
名
で
国
体
色
一
式
だ

っ
た
。開

始
式
の
日
に
も
ら
っ
た
天
川
村

婦
人
会
員
手
作
り
の
和
紙
造
花
「
お

お
や
ま
れ
ん
げ
」
を
胸
に
開
始
式
を

見
学
。接

伴
係
の
婦
人
8
0
名
で
接
待
の
準

備
が
さ
れ
て
小
た
。

服
装
は
帽
子
、
エ
プ
ロ
ン
そ
れ
に

接
伴
の
腕
章
で
統
一
さ
れ
、
そ
の
中

に
は
交
通
安
全
母
の
会
の
タ
ス
キ
姿

が
目
を
ひ
い
た
。

視
察
中
特
に
感
じ
た
事
は
、
選
手

役
員
監
督
の
接
遇
は
も
と
よ
り
視
察

の
人
に
対
し
て
も
変
ら
ぬ
接
遇
が
当

然
必
要
だ
と
痛
感
し
た
。

最
後
に
み
ん
な
で
迎
え
る
山
岳
会

場
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
町
民
を

あ
げ
て
温
か
い
心
く
ぼ
り
が
盛
り
上

る
よ
う
切
に
望
み
た
い
。

奈良国体
視察を終えて

子

式典音楽主任

木　村　悦

奈
良
国
体
山
岳
競
技
開
催
地
の
天

川
村
は
、
山
ま
た
山
、
ま
さ
に
天
に
至

る
村
、
山
岳
競
技
開
催
に
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
し
い
村
で
し
た
。

選
手
役
員
を
先
導
し
、
開
始
式
を
盛

り
上
げ
る
唯
一
の
鼓
笛
隊
は
、
三
小
学

校
二
百
名
全
児
童
参
加
で
、
そ
の
上
編

成
も
低
学
年
ボ
ン
ボ
ン
、
中
学
年
鍵

盤
楽
器
、
高
学
年
ラ
ッ
パ
類
を
加
え

た
鼓
笛
隊
で
、
演
奏
技
術
そ
の
も
の

は
と
も
か
く
、
カ
ラ
フ
ル
で
非
常
に

和
や
か
さ
を
出
し
て
大
変
好
感
が
持

て
ま
し
た
。

本
町
は
全
く
異
っ
た
や
り
方
で
純

鼓
隊
の
パ
レ
ー
ド
で
す
の
で
、
編
曲

や
演
奏
技
術
を
相
当
に
練
り
上
げ
、

規
律
の
あ
る
堂
々
と
し
た
も
の
に
す

る
必
要
を
痛
感
し
た
こ
と
で
し
た
。

服
装
は
天
川
村
の
場
合
、
簡
素
で

山
の
緑
を
表
現
し
て
白
い
体
操
服
に

緑
の
ベ
レ
ー
帽
と
ス
カ
ー
フ
に
統
一

さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
本
町
で
は

鼓
隊
そ
の
も
の
の
色
は
少
な
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
服
装
は
本
格
的
な
も

の
に
し
て
色
を
演
出
す
る
必
要
を
感

じ
ま
す
。
屋
外
屋
内
と
も
に
色
の
演

出
は
大
事
を
要
素
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ

の
他
、
先
導
開
始
の
時
、
そ
し

て
会
場
に
入
っ
て
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に

タ
ッ
チ
す
る
時
の
技
術
的
な
も
の
は

開
始
式
を
ス
ム
ー
ス
に
盛
り
上
げ
る

大
き
な
要
素
と
在
り
ま
す
の
で
今
後

考
え
な
く
て
は
を
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。本

町
で
の
開
催
に
想
い
を
馳
せ
て

視
察
し
、
感
じ
、
決
意
し
た
事
が
多

く
大
変
参
考
に
在
り
ま
し
た
。

視
察
に
は
、
一

し
た
が
、
代
表
と
し
て
六
名
の
方
の

レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
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報　－昭和59年11月15日発行－t8）

1

高
額
療
養
費
制
度
の
改
正

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
十
月
一
日
か
ら
高

額
療
養
費
制
度
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
費
の
自
己
負
担
が
一
人
、

一
カ
月
、
一
つ
の
病
院
、
診
療

所
に
つ
い
て
五
万
一
千
円
（
町

民
税
非
課
税
世
帯
は
三
万
円
）

を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
全

額
が
国
保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。

2
、
同
一
世
帯
で
同
一
月
に
医
療

費
の
自
己
負
担
が
三
万
円
（
町

民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千

円
）
以
上
が
二
人
以
上
あ
る
場

合
は
、
そ
の
額
を
合
算
し
て
五

万
一
千
円
を
超
え
た
額
が
国
保

か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

3
、
同
一
世
帯
で
一
年
間
に
四
回

以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
た
場
合
、
四
回
目
か
ら
、
自

己
負
担
額
が
三
万
円
（
町
民
税

非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千
円
）

を
超
え
た
額
が
国
保
か
ら
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

4
、
血
友
病
、
慢
性
腎
不
全
を
ど

高
額
な
治
療
を
長
期
間
う
け
な

け
れ
ば
在
ら
な
い
病
気
で
、
厚

生
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
高
額
療
養
費
の
限
度

額
は
一
万
円
と
在
り
ま
す
。
一

カ
月
一
万
円
を
超
え
た
医
療
費

は
国
保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
を
超
え
た
医
療
費
は
国

保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
が
、

実
際
の
払
い
戻
を
受
け
る
ま
で

に
は
、
三
カ
月
近
く
か
か
り
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
人
に
は
役
場

国
保
係
か
ら
高
額
療
養
費
申
請

手
続
き
の
通
知
を
し
ま
す
か
ら
、

領
収
書
、
印
か
ん
を
お
持
ち
の

上
、
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ

ヽ

一

〇

I
V

机
保
健
婦
か
ら

で
　
　
ひ
と
こ
と

元
と
封
円
招
上
狛
㌍
し
．
ノ

お
　
今
年
は
五
年
ぶ
り
の
豊
作
と
か
。

気

収
穫
も
終
り
一
段
落
と
い
っ
た

第185号

…王墓
国民年金の保険料は

忘れずに納めましょう

国民年金の保険料の納め忘れはあり

ませんか。いま一度お確めください。

ついうっかりして納め忘れたために

思いがけない事故にあったとき、障害

年金や母子年金が受けられないことに

も在りかねません。

また、納め忘れをそのままにしてお

くと、将来、老齢年金が受けられなか

ったり、年金額が少なくなったりしま

す。そのときに在って、あわてて保険

料を納めようと思っても間に合いませ

ん。

国民年金の保険料は、毎月忘れをい

ようきちんと納めましょう。

月々納めるのがめんどうだという人

には、まとめて納付する保険料の前納

制度が、また納めたくても、所得が少

をく生活が苦しいをどの理由で納めに

くい人には、保険料が免除される制度

もあります。

詳しいことは、役場国民年金係へお

尋ねください。

み
な
さ
ん
の
家
庭
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

兼
業
農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
天

気
の
良
い
休
み
の
日
に
全
部
し
て

し
ま
お
う
と
無
理
を
し
て
、
腰
痛

で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

腰
の
痛
い
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

原
因
で
お
こ
り
ま
す
。
過
労
と

か
、
特
に
思
い
当
た
る
原
因
が
を

く
腰
痛
が
起
こ
り
、
数
日
撃
っ
て

も
良
く
を
ら
を
い
と
か
、
次
第
に

ひ
ど
く
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

ま
ず
整
形
外
科
の
医
師
に
み
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
交
通
機
関
が
発
達
し
、

体
、
特
に
足
を
使
う
こ
と
が
非
常

に
少
な
く
運
動
不
足
の
状
態
に
を

っ
て
お
り
、
脊
椎
の
回
り
の
筋
肉
、

腹
筋
、
腰
筋
の
力
も
弱
く
在
っ
て

い
る
の
で
腰
痛
も
お
こ
り
ゃ
す
く

を
っ
て
い
ま
す
。

腰
痛
を
予
防
す
る
に
は
、
肥
満

に
を
ら
な
い
よ
う
に
、
食
生
活
に

気
を
つ
け
適
度
な
運
動
に
よ
り
、

腹
筋
や
背
筋
を
強
化
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
体
操
、
水
泳
、
テ
ニ
ス
、

ゴ
ル
フ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
を

ん
で
も
結
構
で
す
。
体
を
鍛
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
、
そ
の

運
動
を
始
め
る
と
き
に
は
、
い
き

在
り
力
を
入
れ
て
始
め
な
い
よ
う

に
、
必
ず
準
備
運
動
を
し
て
か
ら

に
し
て
下
さ
い
。
基
本
的
に
は
、

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、
横
着
を

し
を
い
で
、
日
常
の
動
作
の
一
つ

一
つ
を
”
こ
ま
め
〃
　
に
動
く
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

㊧
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江　　府　　町　　報

㊥◇◇㊥
ミあとでモよりミいまがミ大切

火の始末

秋季全国火災予防運動

11月26日～12月2日

○暖房器具の点検・整備はお早めに

石油ストーブをどを使う前に必

ず点検をし、少しでもおかしいと

ころがあったら、販売店等の熟練

者に整備してもらいましょう。

○てんぷら火災にご用心

建物火災の出火原因の第一は、

てんぷら鍋のかけ忘れによるもの

です。

コンロから離れるときは必ず火

を消しましょう。

（

昭和59年11月15日発行－第185号

消火器の悪質訪問販売に
ご注意を

最近、消火

器の訪問販売

をめぐるトラ

ブルが続出し

ています。消

防職員とまざ

らわしい服装

吏
碁
の
蔓
墓
J
墓
′

をして一般家庭を訪問

し、お年寄りや主婦を

相手に「消防署から来た」とか「一

般家庭にも消火器の設置や点検が

義務づけられた」などと言って、

半凋溺綿亜勺に消火器を売りつける

悪質な手口で、被害にあった消費

者からの苦情が相次いでいます。

各家庭に消火器を備えることは

望ましいことですが、次のことに

注意して「あやしい」と感じたら、

買う前に最寄りの消防署か役場に

お問い合せ下さい。

消火器が古くなったりして不安

なときは、消防設備士のいる販売

店か消防署に直接相談して下さい0

昭和59年度源泉所得税

年末調整説明会

次の日程で昭和59年度分の給与

所得に対する源泉所得税の年末調

整等事務説明会が開かれます。

〔と　き〕昭和59年11月27日伏）

午後1時30分から

〔ところ〕溝口町公民館

〔対象者〕溝口町・江府町・日野

町に所在する徴収義務

者（個人の青中老を除

く。）

交通事故
（10月31日現在）

事故発生状況（人身事故）

件　数　4件（8件）

死　者　0名（1名）

負傷者　8名（9名）

（）内は前年同期

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

吉
　
原

大
河
原

下
蚊
屋

梅永松
田岡原
幸美陽
治澄子
882443

歳歳歳

文徳
二仁寛
宅宅宅

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

久本助

連三沢

川門加
上脇藤

良　よ
瑞太　り
穂郎子

道雄繁
夫司雄
長長長
女男女

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

九
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

吉
　
原
　
桧
原
　
寛
殿

（
妻
陽
子
様
ご
逝
去
）

新
　
道
　
影
山
栗
馨
殿

（
妻
節
美
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
梅
田
文
二
殿

（
父
幸
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

本
　
五
　
川
上
見
次
殿

（
三
男
明
様
退
院
）

本
　
四
　
下
村
耕
朗
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

栗
　
尾
　
末
次
二
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
四
　
米
田
　
清
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
三
上
綾
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
田
枝
美
智
代
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
美
智
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
秋
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
森
谷
孝
松
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
下
尾
千
鶴
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
入
江
正
太
郎
殿

（
妻
恭
子
様
退
院
）

新
一
河
内
督
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
誕
生
お
め
で
と
う

命令命令納

入の動き
㈱命令命令

（9月届）

十十駁十

地
平
　
幹
男

加
藤
理
代
子

十
祖
　
誉
教

相
見
　
裕
子

藤
原
　
賢
司

井
田
美
和
子

中
前
　
孝
年

林
　
千
人
力

池
淵
　
仁
視

船
越
　
叔
子

）））））
日
野
町

柿
原
か
ら

米
子
市

江
尾
か
ら

俣
野

米
子
市
か
ら

小
江
尾

熊
本
県
天
草
郡
か
ら

岡
山
県
久
米
郡

武
庫
か
ら

善
意
銀
行
受
払
報
告

l
、
八
月
禾
累
計
額

二
百
七
万
七
千
三
百
六
十
四
円

2
、
九
月
中
寄
付
額

二
十
五
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
八
万
円

快
気
祝
　
十
七
万
五
千
円

3
、
九
月
末
累
計
額

二
百
三
十
三
万
二
千
三
百
六
十
四
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人
の
動
き

（
1
0
月
届
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

小新本

原二五

川徳川
上岡端

奈
幸愛津
宏加子

新道
一明袴

男女女

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

池
ノ
内
　
小
田
武
治
8
5
歳

人口と世帯
（9月30日現在）

総人口　　4，942人

男　　　2，384人

女　　　2，558人
世帯数　1，284世帯

本貝本本佐

一田五五川

下
村
磯
治
8
0
歳

下
場
走
6

8
歳

川
端
孫
市
7
7
歳

岡
田
竹
男
79
歳

松
崎
啓
一
5
6
歳

隆
宅

敦
子
宅

松
子
宅

香
苗
宅

京
三
宅

孝
志
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

第185号

三
好
　
洋
祐

遠
藤
み
よ
子

川

端

一

美

上
道
　
孝
子

清
水
　
　
健

石
川
　
智
子

丸
山
　
　
清

小
倉
　
恵
子

足
立
　
　
稔

生
田
　
静
香

中
川
　
耕
一

井
関
　
恵
子

西
川
　
雅
章

加
藤
由
加
利

）））））））
洲
河
崎

西
伯
郡
西
伯
町
か
ら

江
尾

福
岡
県
行
橋
市
か
ら

佐
川

米
子
市
か
ら

広
島
県
三
原
市

御
机
か
ら

江
尾

久
遠
か
ら

宮
市

大
阪
府
羽
曳
野
市
か
ら

広
島
県
竹
原
市

江
尾
か
ら

田
口
　
俊
介

石
田
ゆ
か
り

喜
多
　
義
雄

沖
田
小
百
合

松
田
　
政
治

白
川
　
久
美

川
原
　
克
志

木
村
旬
美
恵

中
祖
　
律
雄

中
祖
恵
美
子

中
川
　
　
正

水
倉
　
陽
子

渕
上
　
　
総

下
原
あ
け
み

影
山
　
　
勉

森
田
　
滝
子

））））））））
江
尾

日
南
町
か
ら

徳
島
県
三
好
郡

江
尾
か
ら

宮
崎
県
延
岡
市

柿
原
か
ら

米
子
市
か
ら

小
江
尾

吉
原

吉
原
か
ら

宮
市

大
阪
府
茨
木
市
か
ら

佐
賀
県
杵
島
郡

俣
野
か
ら

洲
河
崎

江
尾
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

大
河
原
　
永
岡
久
雄
殿

（
妻
真
澄
様
ご
逝
去
）

池
ノ
内
　
小
田
　
隆
殿

（
父
武
治
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
下
村
敏
彦
殿

（
祖
父
磯
治
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

柿
　
原
　
奥
田
親
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
遠
藤
　
昇
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
林
　
隆
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
森
春
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
高
津
豊
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
清
水
信
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
清
水
　
隆
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
清
水
　
隆
殿

（
長
女
妙
子
様
退
院
）

尾
上
原
　
宮
本
精
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
千
藤
登
美
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
八
重
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
筒
井
　
肇
殿

（
長
女
美
香
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
譲
合

…
＝
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
・
・
1

1
、
九
月
禾
累
計
額

二
百
三
十
三
万
二
千
三
百
六
十
四
円
…

2
、
十
月
中
寄
付
額

二
十
一
万
八
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
万
円

快
気
祝
　
　
十
一
万
八
千
円

3
、
十
月
末
累
計
額

二
百
五
十
五
万
三
百
六
十
四
円

Soumu
四角形

Soumu
四角形


